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コロナ発症予防効果 71％　オミクロン株対応ワクチンコロナ発症予防効果 71％　オミクロン株対応ワクチン

 ( 共同通信社 2022.12.15 配信 )( 共同通信社 2022.12.15 配信 )

★最新介護医療情報★★最新介護医療情報★

　新型コロナウイルスのオミクロン株に対応したワクチンの　新型コロナウイルスのオミクロン株に対応したワクチンの発症予防効果は 71％とする暫定的な発症予防効果は 71％とする暫定的な

分析結果分析結果を、国立感染症研究所などのチームが 14 日、公表した。追加接種後 14 日以降の値としてを、国立感染症研究所などのチームが 14 日、公表した。追加接種後 14 日以降の値として

いる。いる。

　派生型ＢＡ・５がほとんどを占めていた９月 20 日～ 11 月 30 日に関東地方の発熱外来を受診　派生型ＢＡ・５がほとんどを占めていた９月 20 日～ 11 月 30 日に関東地方の発熱外来を受診

した 16 歳以上の軽症者を対象に分析。新型コロナ陽性だった 2089 人と、陰性だった 1951 人のした 16 歳以上の軽症者を対象に分析。新型コロナ陽性だった 2089 人と、陰性だった 1951 人の

ワクチン接種歴を比較した。ワクチン接種歴を比較した。

　オミクロン株対応ワクチンはファイザー製、モデルナ製とも２種類が流通。両社を区別せず分析す　オミクロン株対応ワクチンはファイザー製、モデルナ製とも２種類が流通。両社を区別せず分析す

ると、ると、ＢＡ・１対応品の発症予防効果は 73％、ＢＡ・５対応品は 69％で、全体では 71％だったＢＡ・１対応品の発症予防効果は 73％、ＢＡ・５対応品は 69％で、全体では 71％だった。

　チームは「２種類とも大きな差はなく、ＢＡ・５流行期では高い有効性があることが分かった」と　チームは「２種類とも大きな差はなく、ＢＡ・５流行期では高い有効性があることが分かった」と

している。している。

がんワクチンで再発死亡減　免疫薬と併用、米臨床試験がんワクチンで再発死亡減　免疫薬と併用、米臨床試験
( 共同通信社 2022.12.14 配信 )( 共同通信社 2022.12.14 配信 )
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　【ワシントン共同】米モデルナとメルクは 13 日、皮膚がんの一種「メラノーマ」で開発中の、患者の　【ワシントン共同】米モデルナとメルクは 13 日、皮膚がんの一種「メラノーマ」で開発中の、患者の

特徴に合わせて作る特徴に合わせて作る「個別化がんワクチン」を既存のがん免疫治療薬と併用すると、薬単独の場合よ「個別化がんワクチン」を既存のがん免疫治療薬と併用すると、薬単独の場合よ

りも再発や死亡のリスクを 44％減らせるとの臨床試験結果を公表したりも再発や死亡のリスクを 44％減らせるとの臨床試験結果を公表した。

　がんは遺伝子の変異が蓄積して発生するが、変異の組み合わせは個々の患者で異なる。ワクチン　がんは遺伝子の変異が蓄積して発生するが、変異の組み合わせは個々の患者で異なる。ワクチン

は、患者のがん細胞の遺伝情報を解析し、その特徴に合わせた遺伝物質「メッセンジャーＲＮＡ」を作は、患者のがん細胞の遺伝情報を解析し、その特徴に合わせた遺伝物質「メッセンジャーＲＮＡ」を作

って接種するもの。患者自身の免疫細胞に、がんの特徴を最大 34 種伝え、攻撃を促す。って接種するもの。患者自身の免疫細胞に、がんの特徴を最大 34 種伝え、攻撃を促す。

　試験は、進行したメラノーマ患者で、がんの切除手術を受けた 157 人を対象とした。　試験は、進行したメラノーマ患者で、がんの切除手術を受けた 157 人を対象とした。免疫細胞の免疫細胞の

攻撃力を増強するメルクの「キイトルーダ」にワクチンを足すことで、効果が上積みされるかどうか攻撃力を増強するメルクの「キイトルーダ」にワクチンを足すことで、効果が上積みされるかどうか

を調べた。を調べた。重大な有害事象は、併用した人の 14・４％、薬単独の人の 10％にみられた。重大な有害事象は、併用した人の 14・４％、薬単独の人の 10％にみられた。

　来年には規模を拡大した試験をする。他の臓器のがんに対象を拡大する方針も示している。　来年には規模を拡大した試験をする。他の臓器のがんに対象を拡大する方針も示している。


